
油系の幅広い汚れに対応する万能クリーナー。こびりついた油脂（鉱物＋植物）にも、ずば抜けた洗浄力を発揮し
ます。アルカリとオレンジオイルの最適配合でパワフルかつスピーディーな洗浄を頂ける自動床洗浄機用の業務
用洗浄剤です。

おすすめの施設／使用箇所

　自動車工業 床の洗浄作業

　運送・物流業 床の洗浄作業

　自動車販売店・整備工場 床の洗浄作業

　金属加工業 床の洗浄作業

　食品・飲料業 床の洗浄作業

　ビルメンテナンス業 床の洗浄作業

ホテル・レストラン・小売 床の洗浄作業

pH値(原液)pH値(原液)

13.2

ディープクリーナーの特徴

　自動床洗浄機

　モップによる清掃

使用方法

内容量／注文番号

工場汚れに特化
したパワフルク
リーナー

オレンジオイル
配合

　10リットル（1個） 6.295-813.0

❏ 低泡性で、自動床洗浄機の洗浄剤に最適です。

❏ 床洗浄機洗浄とモップ清掃のどちらでも使用可
能できます。

❏ がんこな植物油や鉱物系の油脂汚れ、または混合
した汚れを短時間の反応で優れた洗浄力で除去
します。

❏ 工場のしつこい床面の汚れを素早く除去でき、快
適な日常洗浄と定期洗浄を実現します。

❏ フレッシュなシトラスの香り

❏ 洗浄後の油と水が分離するケルヒャー特許技術
ASFで油水分離が可能です。

❏ 幅広い種類の床材で使用できます。（エポキシ樹
脂系塗床、ウレタン樹脂系塗床、ウレタン樹脂系
塗床、コンクリート床、ビニル床シートなど）

希釈時の参考pH

　1%希釈 １１．８

　0.5％希釈 １１．5

※検査方法：ガラス電極法

フロア Pro　ディープクリーナー

RM ７５２ ASF



使用上の注意使用方法

洗浄方法・汚れ度合い・希釈率

モップによる日常の清掃
■ 事前にダストコントロール（除塵）を行います。
■ 汚れの種類や程度、あるいは洗浄対象面の性質

等に応じて､RM ７５２を水で希釈します。
■ 床面をモップにて清掃します。

自動床洗浄機によるこびりつき汚れの洗浄
■ 事前にダストコントロール（除塵）を行います。

■ 床洗浄機に最適なブラシ／ローラー／パッド／
スクイジーゴムをセットします。

■ 汚れの種類や程度、あるいは洗浄対象面の性質
等に応じて､RM ７５２を水で希釈します。

■ モップにて床面に洗浄剤をムラなく塗布しま
す。

■ 汚れの程度に応じて１〜５分間放置し、洗浄剤
を、汚れに染み込ませます。

■ 洗浄機に清水を入れ、適切なアクセサリーで、表
面を洗浄します。

■ 洗い残しが生じないよう、床洗浄機の洗浄跡を
少しずつ重ねるように洗浄してください。

■ 必要に応じて、再度、きれいな水をたっぷり使

用し、汚れと洗浄剤を残さずにリンスをします。

■ 事前に目立たない箇所で洗浄テストしてからご使
用ください。

■ リノリウム、木材や表面塗装のないフローリングに
は使用しないでください。

■ アルカリに弱い床面には使用しないで下さい。

■ 洗浄液が乾かないようにしてください。

■ 凍結のおそれがある場所には保管しないでくださ
い。

■ 必ず元の容器のまま、+4〜30°Cで保管してくだ
さい。

■ 直射日光を避けて保管してください。

■ 高濃度の洗浄剤での使用後は洗浄機を水で洗浄し
てください。

詳細情報

■ 安全データシート（SDS）を入手し、製品のリスクアセ
スメントを効果的に行ってください。

　洗浄方法 汚れの度合い 希釈率

　床洗浄機での日常洗浄 軽度～中程度 0.5%～2%

　モップでの日常清掃浄 軽度 0.5%～2%

　床洗浄機での定期洗浄 中程度～重程度 2%～10%

自動床洗浄機による日常の洗浄
■ 事前にダストコントロール（除塵）を行います。

■ 床洗浄機に最適なブラシ／ローラー／パッド／
スクイジーゴムをセットします。

■ 汚れの種類や程度、あるいは洗浄対象面の性質
等に応じて､RM ７５２を水で希釈します。

■ 自動投入機能「DOSE」システムを使用する際
は、希釈倍率を設定してください。

■ 洗い残しが生じないよう、床洗浄機の洗浄跡を
少しずつ重ねるように洗浄してください。

■ 清水でのリンスは不要です。




